
訓練を重ね安全・安心な町に

2014
No.111６月号

　新しく動き出した深浦消防署。最新設備の
訓練塔では、消防署員が地上10ｍの高さで救
出訓練を実施、町民の安全・安心を守るべく
鍛錬を重ねています。
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県
内
初
の
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定

　
平
成
25
年
３
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
（
瀬
上
清
貴
理
事
長
）
か

ら
県
内
初
の
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
認
定
さ

れ
た
「
十
二
湖
」
。
全
国
で
57
か
所
あ
る
セ

ラ
ピ
ー
基
地
の
う
ち
、
51
番
目
と
な
る
認
定

を
受
け
開
業
準
備
を
進
め
て
き
た
癒
し
の
森

が
完
成
し
、
５
月
15
日
、
セ
ラ
ピ
ー
基
地

「
十
二
湖
の
森
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
や
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
し

た
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
吉
田
町

長
が
「
多
く
の
方
々
に
十
二
湖
を
訪
れ
て
い

「
森
林
浴
は
十
二
湖
で
！

そ
し
て
十
二
湖
で
健
康
に
！
」

セ
ラ
ピ
ー
基
地

「
十
二
湖
の
森
」オ
ー
プ
ン

た
だ
き
、
癒
し
の
空
間
を
体
験
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
養
成

に
尽
力
い
た
だ
い
た
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
野
宮

正
宣
氏
（
青
森
市
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
遊
歩
道
の
環
境
保
全
の
一
環
と

し
て
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
敷
設
作
業
を
行
い
、

沸
壺
の
池
周
辺
で
森
林
浴
。
ブ
ナ
の
芽
吹
き

や
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
触
れ
、
森
の
癒
し
効

果
を
体
感
し
ま
し
た
。

自
然
あ
ふ
れ
る
深
浦
に
観
光
客
を
！

　
十
二
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
へ
の
取
組
み

は
、
観
光
入
込
客
数
の
減
少
が
き
っ
か
け
。

「
十
二
湖
公
園
」
の
入
込
数
は
、
平
成
22
年

に
は
21
万
２
千
人
だ
っ
た
の
が
、
平
成
24
年

に
は
19
万
３
千
人
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
算
定
方
式
を
変
更
し
た
こ
と
や
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
原
因
と

想
定
さ
れ
、
町
全
体
の
観
光
入
込
客
数
を
見

て
も
、
平
成
22
年
の
１
２
０
万
人
か
ら
、
平

成
24
年
に
は
約
１
０
０
万
人
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
国
内
の
消
費
者
人
口
が
減
少
し
、
団
体
か

ら
個
人
型
へ
旅
行
形
態
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

今
、
観
光
地
そ
の
も
の
の
魅
力
が
問
わ
れ
る

時
代
。
町
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る
十
二

湖
公
園
の
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
活
用

す
る
の
か
を
考
え
た
時
、
豊
か
な
自
然
と
山

と
海
の
恵
み
で
あ
る
食
材
を
生
か
し
、
訪
れ

た
人
に
健
康
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
観

光
客
を
呼
び
込
も
う
と
考
え
、
セ
ラ
ピ
ー
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
十
二
湖
の
魅
力
を
高
め
る

　
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
に
は
、
十
二
湖
の

知
識
は
も
ち
ろ
ん
健
康
に
関
す
る
知
識
を
持

つ
ガ
イ
ド
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
セ
ラ

ピ
ー
基
地
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
趣
旨
に
賛
同

し
各
種
研
修
を
受
け
た
地
元
ガ
イ
ド
32
人
を

「
十
二
湖
の
森
ガ
イ
ド
」
に
認
定
し
、
一
人

ひ
と
り
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
授
与
。
ガ
イ
ド

を
代
表
し
て
、
町
認
定
ガ
イ
ド
が
組
織
し
た

「
十
二
湖
森
の
会
」
副
会
長
の
西
巻
正
治
さ

ん
（
岩
崎
上
）
が
「
豊
か
な
ブ
ナ
原
生
林
や
、

白
神
の
森
に
由
来
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
海

に
代
表
さ
れ
る
自
然
あ
ふ
れ
る
深
浦
町
と
十

二
湖
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
ガ
イ
ド
の
育
成
と
支
援

を
図
る
と
と
も
に
、
宿
泊
施
設
の
協
力
を
得

て
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
健
康
料
理
を
提
供

す
る
「
癒
し
の
宿
」
の
制
度
を
構
築
。
さ
ら

に
「
森
林
浴
は
十
二
湖
で
！
そ
し
て
十
二
湖

で
健
康
に
！
」
を
合
言
葉
に
、
自
然
、
食
、

健
康
が
連
携
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
で
の

観
光
交
流
人
口
増
加
を
目
指
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

①セラピー基地オープン
に向け、新たに眺望デ
ッキを整備。深呼吸ポ
イントなども表記し、
利用者が散策しやすい
ように配慮されている。

②足腰の負担軽減や安全
面に配慮したウッドチ
ップは「歩きやすい」
と好評。今後もガイド
の協力を得て、定期的
にウッドチップを敷設
していく。

感謝状を受け取る野宮正宣氏

①②
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研修でおもてなし力アップケガへの対処方法を学ぶ

　森林セラピーとは「森林浴効果を活用した心身の健康維持、健康増進、疾病を予防する活動」を指しま
す。森林の地形を利用した歩行や運動、森林内レクリエーション、栄養・ライフスタイル提案などの方法に
よって、健康になろうというセラピー（療法）です。森を楽しむことで、心身の快適性を向上させ、保養効
果を高めていくものです。
　町で取り組む「森林セラピー事業」は、これを一歩進める形で次のような「滞在型健康増進観光」を目指
しています。
　・十二湖地域の新しい魅力、新しい観光の提案
　・複雑・多様化する現代社会における人々の健康志向の高まり
　・豊かな「自然」や「食資源」の活用
　これらの項目を連携させて、地域の活性化に結び付け、健康ツーリズムという新しい事業展開に取り組ん
でいきます。

　癒しの森「十二湖」を案内
するのが、森林セラピーガイ
ド。町認定ガイド「十二湖森
の会」を組織し、受入体制は
万全です。
　いよいよ始まった森林セラ
ピー事業。十二湖森の会会長
の原田勇成さん（岩崎上）に
お話を伺いました。

❖これまでのガイドと森林セラピーガイドの違
いは？－
　本質的に違いはないと考えています。お客様を自然
の中にお連れするわけですから、何よりも安全第一で
す。安心して歩いていただけるかどうかを事前に判断
し、さらに行動中も細心の注意の元でガイドしなくて
はなりません。
　また、森林セラピーガイドだけに特別なガイド法が
あるわけではありません。森の素晴らしさを体の五感
全部を使って味わい楽しむということは、従前のガイ
ドでも実践してきているわけですから、これこそが
「森林セラピー」というものはないのではないでしょ
うか。ただ、私たち案内する側からすれば、例えばち
ょっとした指の運動をしてみたり、呼吸の仕方を提案
したり、ガイドによっては軽いヨガのようなものを取
り入れる人が出てくるかもしれません。
　要は、ガイド個々の案内に、今まで以上に幅ができ
たということだと思います。

❖どこにも負けない十二湖の良さは？－
　これは簡単です。どこも負けません！（笑）これほ
ど人里近くに、これほどの自然を残す場所はほとんど
ありません。通常、これだけ優れた自然の中に行くに
は、山奥へと続く林道などを長い時間車に揺られる必
要があるのですが、十二湖は人間の生活圏から徒歩で
１時間もあれば到達できます。もうほとんど奇跡で
す。
　そしてこの奇跡の地では、様々な植物や野鳥に当た
り前のように出会うことができます。セラピー云々以
前に、全国的に知られる十二湖の自然ですから、どこ
にも負ける要素はないのです。

❖今後の抱負をどうぞ－
　森林セラピー事業は、まだ始まったばかりです。町
の指導と協力のもと、私たちはたくさんのことを学
び、考えてきました。「食」、「癒しの宿」など、こ
れからさらに知恵を出し合っていかなければならない
ことも多くあります。今の時点でこうしなければなら
ないと、確固としたものがあるわけではありません。
広告宣伝一つとっても、まだまだ行政の助言と協力が
不可欠というのが、本当のところです。町に住む皆さ
んのアドバイスも必要です。
　それでも近い将来、必ずや皆が「やって良かった」
と満足できるよう試行錯誤を続けていきたいと思って
います。
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　「災害は忘れたころにやってくる」、「災害は体験
を生せ」
　これらの教訓を私たちに残した日本海中部地震発生
から、31年が経過しました。
　住民が災害に対する意識を持ち続け、安全な日常生
活を送ることを目指して制定した「深浦町防災の日」
の５月26日、全町あげて防災訓練に臨みました。

❶ ❷

❸ ❹

　
　
訓
練
は
、
当
時
と
同
じ
５
月
26
日

正
午
、
緊
急
一
斉
放
送
及
び
緊
急
エ

リ
ア
メ
ー
ル
伝
達
と
同
時
に
実
施
。

全
町
あ
げ
て
の
訓
練
に
は
、
各
保
育

園
や
福
祉
施
設
、
自
治
会
な
ど
約

３
，
０
０
０
人
が
参
加
し
、
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
７
、

震
度
５
弱
以
上
の
地
震
に
よ
る
津
波

襲
来
及
び
土
砂
災
害
で
集
落
が
孤
立

し
、
家
屋
倒
壊
に
よ
る
負
傷
者
発
生

を
想
定
。
参
加
者
は
津
波
襲
来
の
一

斉
放
送
を
受
け
、
慌
て
ず
落
ち
着
い

た
様
子
で
高
台
へ
と
避
難
し
、
経
路

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
孤
立
集
落
か
ら
の
負
傷
者

救
出
訓
練
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
弘
前

駐
屯
地
が
協
力
。
倒
壊
家
屋
か
ら
負

傷
者
を
救
出
し
、
対
策
本
部
の
あ
る

驫
木
多
目
的
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
土
砂
災
害
に

よ
り
国
道
が
分
断
さ
れ
た
と
し
て
、

自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
救
出
活
動
を
終
え
た
陸
上
自
衛
隊

の
須
藤
さ
ん
は
「
実
際
に
地
震
が
発

生
し
た
場
合
は
、
ま
ず
道
路
状
況
を

注
意
す
る
こ
と
。
災
害
は
い
つ
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
避
難

経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
」
と
、
訓
練
の
重
要
性
を
語
り
ま

し
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
冷

静
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
は
、
万
が
一

に
備
え
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

構
え
が
必
要
で
す
。

〜
深
浦
町
防
災
の
日
〜

①　火災発生に備え、放水訓練を実施（田野沢地区）

②　防災ずきんを被って高台へ避難する子どもたち（横磯地区）

③　津波襲来に備え沖合に移動した漁船を見守る（岡崎地区）

④　自衛隊による炊き出し訓練（驫木地区）

陸
上
自
衛
隊
も
訓
練
に
協
力

① ②

③ ④
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ウォッチング

ま

ウォッチング
みなさんの身近な話題・行事・出来事な
どの情報をお寄せ下さい。
深浦町企画財政課　企画調整係

電話　74－2113

新緑の森を散策

解放された柵から走り出す

親族とともに長寿を祝う

健康で丈夫な繁殖牛に健康で丈夫な繁殖牛に
　畜産農家の省力化と繁殖牛の飼育コスト削減を目的
とした放牧が、追良瀬牧場で行われました。
　追良瀬牧場は、春から秋まで放牧する「夏山冬里方
式」で繁殖牛を育てており、草を求めて広い草地を歩
き回ることで、健康で病気に強い丈夫な繁殖牛作りに
取り組んでいます。
　今年も、12軒の畜産農家から成牛・仔牛合わせて
52頭が牧場へ集合。個体確認を終えた牛たちは、柵
が開けられると勢いよく走り出し、久しぶりの草地を
元気に走り回りました。

　山本きくさん（３区）が100歳の誕生日を迎え、吉
田町長から顕彰状などが贈られました。
　山本さんは、1914年（大正３年）深浦町岡町生ま
れ。1939年（昭和14年）に結婚、役場職員として
採用後は、水道事業のほか国民年金関係や大戸瀬支所
などで勤務し、子ども２人、孫３人、ひ孫２人に恵ま
れました。
　大きな病気もせず「あっという間に過ぎた100年」
と、しっかりした口調で話す山本さん。笑顔で顕彰状
を受け取り、集まった親族と長寿を祝いました。

　春の十二湖33湖めぐりが行われ、町内外から参加
した24名が、白神の森を散策しました。
　参加者は、ガイドの菊池伸吉さん（岩崎下）と柴田
敏子さん（森山）の豊富な動植物の知識に足を止めて
聞き入り、散策中に見つけたシラネアオイなどの植物
の写真を撮っていました。
　心配された天気も朝方には雨が上がり、参加者は
木々の芽吹きと野鳥のさえずりに加え、しっとりとし
た森の中でたくさんのマイナスイオンを吸収し、リフ
レッシュした様子でした。

ちか
ど

100歳はあっという間100歳はあっという間

しっとりとした森を歩くしっとりとした森を歩く

　食生活の見直しで健康になろうと、町内各地で活動
している町食生活改善推進員の総会・研修会が、町民
文化ホールで行われました。
　総会には23名が出席。昨年度の事業報告と今年度
の事業計画（案）等が審議され、全て承認されました。
　続いて研修会では、五所川原保健所中村広美主査を
招き、野菜・食塩摂取量と健康増進計画について学習。
牛乳を加えておいしく減塩する方法や野菜摂取量の推
移を知り、生活習慣病予防の知識を深めました。

おいしく減塩　健康においしく減塩　健康に

　深浦消防署では、最新鋭の訓練塔を使用し、消防
署員による救出訓練が行われています。
　この訓練は、対岸の川岸に取り残された方の救出
を想定。水平に張ったロープを使って、要救助者を
救出ロープに吊り下げてけん引するもので、７月に
行われる消防救助技術大会の種目となっています。
　高所でわずかな風でも危険を伴う訓練とあって、
消防署員は引き締まった表情で挑み、速さはもちろ
ん正確な救出を目指して、日々訓練を続けています。

５
２

５
５

５
30

迅速かつ正確に迅速かつ正確に

５
17

崩山登山に挑戦崩山登山に挑戦
　教育委員会主催による崩山への登山大会が行われ、
小学生６名を含む17名が、標高694ｍの大崩からの
絶景を楽しみました。
　朝方の霧も晴れ、汗ばむ陽気の中、登山スタート。
板谷正勝さん（松神）と柳町明男さん（３区）のガイ
ドの下、参加者は山の歩き方や動植物を学びながら大
崩を目指しました。
　厳しい登りもありましたが、参加者全員が大崩に到
着。雄大な景色を目の当たりにし、これまでの疲れが
吹き飛ぶほどの歓声を上げていました。

５
31

絶景ポイントまであと少し

減塩の重要性を改めて確認

要救助者救出へ向けロープを装着

広告募集中!!広告募集中!!広告募集中!!
会社やお店の宣伝・
イベントの告知に
ご利用ください!

問合せ先
企画財政課　企画調整係

74－2113

と　き　平成26年8月15日(金)

場　所　ピアハウス特設会場

受　付　午後5時～午後7時30分

開　始　午後8時～ 

～送り火を大切なご先祖様の為に～  

灯　篭　流　し
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ふかうら
いいね！
ふかうら
いいね！

Good Job! Fukaura

頼られる訪問介護員を目指して日々奮闘

●●神馬　友樹さん●●
（広戸）

　地域住民が、安心して生活す
ることのできる手助けをする社
会福祉協議会。４月から訪問介
護員として「福祉のまちづく
り」実現に向け奮闘している神
馬さんにお話を伺いました。

少子高齢化時代に備え介護の道へ
　高齢者や障害者の在宅生活を支援するため、訪問介護や生

きがい支援活動など、さまざまな福祉サービスを行っている

深浦町社会福祉協議会。神馬さんは、この４月に採用された

22歳のフレッシュマンです。

　「高校卒業後は就職しようと思ったが、自分が何をやりた

いのか分からない」状態だった神馬さん。悩んだ末、これか

らは少子高齢化時代が避けられないこともあり、成長が見込

める介護分野に進もうと決意、介護福祉士の資格が取得でき

る弘前医療福祉短期大学部介護福祉専攻へ進学しました。

　「あまり勉強は得意ではなかった（苦笑）」とのことです

が、２年間の学生生活では、社会福祉や地域福祉といった基

礎的なものから、介護の基本、認知症や障がいの理解、介護

実習といった専門的な分野までみっちりと学び、介護福祉士

の資格を取得。卒業後は、弘前市内の障がい者支援施設に勤

務してきました。

　現在は、社協の訪問介護員として他の５名のスタッフとと

もに、高齢者宅への訪問や在宅入浴のお手伝いをしながら、

徐々に仕事や職場の雰囲気のペースを掴みつつあります。

お世話になった地域へ恩返し
　地元へ帰ってきた理由について伺うと「深浦で生まれ育っ

たので、地域住民に接した仕事がしたかった」と語る神馬さ

ん。若い人の雇用の場が限られている昨今、縁があって、こ

れまでの経験を生かした職に就くことができ、やる気満々の

様子です。

　ただ、地元で働く仲間が少なく、すぐに会うことができな

いのがちょっと不満のようで「介護福祉の分野も含めて、も

っと地元に働く場所があれば若い人たちが増えるのでは」と

思っている神馬さん。それでも、４年間地元を離れて生活

し、外から客観的に深浦を見つめて視野や感覚が広がったよ

うで、高校時代は「不便でいいイメージがなかった」深浦

が、今では風で運ばれる潮のにおいに一息つき、日本海に沈

む夕陽の美しさに感動するなど、改めて自然あふれる町の魅

力を感じています。

　最後に、今後の抱負を伺うと「今の仕事をきちんと覚え

て、障がい者支援施設で習得した技術や知識を加えた自分な

りの介護ができればと思う。まだまだ未熟者だが、将来的に

はケアマネージャーの資格を取って、地域の方々に還元して

いきたい」と力強く語ってくれました。

　町の高齢化率は県内第３位の41.0％となっており、今後も

高齢者が増えていくのは避けられない状況。1人暮らしや高

齢者のみの世帯の支えとして、神馬さんをはじめ、介護福祉

に新しい風を吹き込む若い力に、大きな期待が寄せられてい

ます。

「ふるさと納税」制度を利用した寄附の状況について
　「ふるさと納税」とは、居住地以外の自治体（ふるさと）に対して寄附をした場合に、一定の限度額まで所
得税と個人住民税が軽減される仕組みです。
　これまで皆様から寄せられた寄附の状況についてお知らせします。

　数多くのご支援ありがとうございました。
　深浦町では多くの方々から応援いただけるような魅力あふれる町づくりを目指しますので、町外在住の町出
身者など、ふるさと深浦を応援してくださる方からのご寄附を心からお待ちしています。

■問合せ先  　税務課税務係
　　　　　　　　TEL：0173－74－2114　　FAX：0173－74－4415
　　            　　E-mail：furusato_nouzei@town.fukaura.lg.jp

◎寄附の件数・金額は以下のとおりです。
年　　度

 平成20年度 ３件 160,000円
 平成21年度 ９件 2,160,000円
 平成22年度 ８件 1,294,000円
 平成23年度 ８件 509,000円
 平成24年度 11件 584,000円
 平成25年度 12件 793,000円
 計 51件 5,500,000円

 東 京 都 18件 2,800,000円
 埼 玉 県 ７件 730,000円
 千 葉 県 ７件 640,000円
 神奈川県 ７件 685,000円
 そ の 他 12件 645,000円
 計 51件 5,500,000円

件　数 金　　額 住　所　地 件　数 金　　額
◎寄附者の主な住所地は以下のとおりです。

住　　所

氏　　名

電話番号

町政への提言レター

　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより
自由な形で意見・要望などの提言を町政に対して行え
るよう、『町政への提言レター事業』を実施します。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り
込み、全世帯に配布します。切手の貼付、郵便番号の
記載は必要ありません。差出有効期間内は随時受け付
けします。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的
なものとし、個人あるいは特定の団体に対する誹謗中
傷はご遠慮ください。差出人に回答する際に必要とな
るため、住所・氏名の記入をお願いします。
　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策
に反映されたご意見ご要望や、広く町民のみなさんに
お知らせする必要があるものについては、その提言内
容等を広報紙にてお知らせします。

の り し ろ

の り し ろ

の
り
し
ろ

青
森
県
西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
深
浦
字
苗
代
沢
八
四̶

二

深
浦
町
長吉

　
田
　
　
　
満

実
線
に
そ
っ
て
切
り
取
り
封
筒
に
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

料金受取人払郵便

五所川原局承認
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切手不要
（　　　　　）切手を貼らずに
お出しください

差出有効期間
平成27年３月
31日まで有効

0 3 8 2 3 9 0

行

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
TUTAYA

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
TUTAYA

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾

■ペットホテル・トリミング有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○10:00
12:00
〜

3:00
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。
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す こ や か

健　康
万歩計
健　康
万歩計

す こ や か

山　下　　　優　先生
深浦医院・院長

今 月 の
ドクター

⑴　最近よく耳にする「混合診療」について
１．医師による診察と治療のことを合わせて「診療」と言い
ます。「診療」は保険診療と保険外診療に分ける事が出来
ますが、患者さんが支払う費用は大きく違います。保険診
療、これは馴染み深いものでしょう。「保険証」を提示し
て診療を受け、払うお金は保険が使えるので自己負担分だ
けと少なくて済みます。他方、保険外診療、これには馴染
みは少ないかと思います。保険が使えず全額自己負担とな
り、支払額は高額になります。「進んだ手術」とか「保険
のきかない薬」とかのイメージをお持ちではないでしょう
か。
２．「混合診療」とは「保険診療と保険外診療を組み合わせ
た診療である」と説明されるのが一般的です。間違いは在
りませんが、「ピンとは来ない」感じです。そこで、日本
でのこれまでの医療の歴史の中での混合診療に関連する部
分を取り上げ、混合診療についてのお話を進めてみたいと
思います。
３．これまでの日本では、保険外診療を受けた場合（→例え
ば、1990年の時点で「人工尿道括約筋の埋め込み術」を
受けた場合）は、その保険外診療の中に、通常なら保険の
使える部分（診察・検査・投薬・入院料等）が在ったとし
ても保険は使えず、一切の費用が自己負担となっていまし
た。つまり「混合診療」は日本には無かったのです。

４．しかし、1984年からは保険外診療を受ける場合でも、
国が定める「評価療養」や「選定療養」に該当する場合に
は、保険診療との併用が認められる様になりました。併用
が認められるとは、保険外診療中でも保険診療と同じ部分
には保険が使え、その同じ部分の費用は自己負担分だけで
済むという事です。国が認めた保険外診療なら保険診療の
併用も認められる様になった訳で、これが日本での「混合
診療」の始まりです。

５．さて「評価療養」とは、近い将来、保険を使えるように
する事を前提とした療養のことです。それには、先進医療
（高度医療を含み、100種類を超える新しい魅力的な診療
技術が並ぶ）、医薬品の治験に係る診療、適応外の医薬品
の使用等の7種類が含まれています。又、「選定療養」と
は保険を使える様にする事を前提としないものです。その
中には、特別の療養環境（差額ベッド）、歯科の金合金等、
180日以上の入院等の10種類が定められております。最
近では、これらの一層の拡充が速度を増して推進されよう
としているところです。

６．このお話での後半の部分では、1993年に「評価療養」
の一分野、「先進医療」に認定された「人工尿道括約筋の
埋め込み術」を例にとり、混合診療についての理解をもう
少し深めてみたいと思います。

　続きは広報ふかうら７月号に掲載します。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが
健康で元気に過ごすための必要な情報を提供
し、ドクターからのアドバイスを紹介するコ
ーナーです。

最近話題の「混合診療」を巡って①

　このほど発表された春の叙勲で、本田満生さん（６区）が瑞宝双光章を受賞しました。
　本田さんは、昭和34年４月に深浦町役場に採用、以来37年余りにわたり町政の運営に尽力。この間水道課長、
観光課長、議会事務局長、総務課長等の要職を歴任し、優れた行政手腕を発揮しました。
　また、平成８年９月の収入役就任を始め、
教育長、合併後には助役に就任、平成25年
５月に副町長を退任するまで、新旧深浦町
で特別職職員等として町民の融和、行政改
革及び財政再建に強いリーダーシップを発
揮しました。
　これらの功績が認められ、今回受章した
ものです。

「特定健診」・「ガン検診」を受診して、笑顔で暮らせる毎日を！

　青森県のＨ22年度平均寿命は全国最下位！
　深浦町のＨ22平均寿命　男性77.5才　（県内11/40位）　女性84.4才（県内39/40位）
　女性については全国ワースト６位の短命です。
　昨年、ガンで亡くなった方は48人（50歳代の働き盛りの方が９人と近年で最多）
　Ｈ25がん検診受診率　肺がん21.5％、大腸がん21.4％、胃がん17.7％
　これが深浦町の現状です。
　なんとかしてこの悲しい現実を打破したい！

今年はヤリます！　特定健診・がん検診がナント　全項目無料！（手ぶらでOK）
（ただし、社会保険にご加入の家族についてはがん検診のみ無料となります）

　深浦町では、６月18日～７月４日まで、町内３か所で特定健診・がん検診を
実施します。

●がん検診での体験談

「検診のおかげで今、私は生きています」
　毎年の検診を受けている私ですが、昨年の検診で「要精検」の通知が届きました。以前にも何度

か「要精検」の手紙が届いていたので、「またか」とばかりに、半ば安心を得るために病院を受診

することにしました。

　だるさや疲れやすいといった自覚症状も全くなく、晩酌にビール１缶を嗜む自分は健康体である

と信じていましたので、胃がんが発覚したときはただただ驚きでした。“がん”という響きに不安

を覚えましたが、医師から「早期発見のがんは今は治る病気」です。と言われすぐさま手術を決断。

手術では胃の2/3を切除することになったが、術後は良好で３週間で退院することができ、早期発

見だったため抗がん剤治療も必要なし。退院後は月に一度病院に行くだけで以前と変わらぬ生活

をおくることができています。もしも「またか」と要精検を無視して病院を受診していなかった

ら、もしも「今年は検診タイギだじゃ」と検診を受けていなかったら、私のがんは進行し現在の

ような生活はできていないと思います。日々の生活がこんなにも穏やかであることに幸せを感じ、

検診のありがたみが身に染みています。

　「自分は大丈夫」みんなこんな根拠のない自信をもって日々の生活を送っていますが、病気は知

らない間に体をむしばんでいることがあります。大事な家族を悲しませることのないように、是非

皆さんにも検診を受けていただきたいと思います。　（談　岩崎下地区　吉田修さん）

※特定健診、がん検診に関する問合せ先　地域包括ケアセンター　TEL76－2042

本田満生さん（６区）　叙勲「瑞宝双光章」受章おめでとうございます
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《５月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 4,378人
4,900人
9,278人
3,905世帯

（－ 7）
（－ 4）
（－11）
（－ 2）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.86㎢

４
月
21
日
〜
５
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
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講
演
会
な
ど
、
深
浦
町
を
深
く

知
る
た
め
の
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
で
、
７
月
２
日
、
「
十
二
湖
森
林

セ
ラ
ピ
ー
遊
歩
道
」
に
敷
く
チ
ッ
プ
を
作
る
た

め
の
雑
木
運
び
を
全
校
生
徒
で
行
い
ま
す
。
町

内
の
笹
内
川
の
岸
に
流
れ
着
い
た
木
な
ど
を
集

め
、
１
カ
所
に
運
び
、
チ
ッ
プ
を
作
り
、
袋
つ

め
を
し
ま
す
。
こ
の
催
し
は
、
白
神
の
環
境
問

題
と
も
関
連
し
て
い
て
、
各
方
面
か
ら
の
関
心

が
高
く
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
の
取
材
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
チ
ッ
プ
は
、
10
月
31
日
に
遊
歩
道
に
敷

き
詰
め
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

春
季
大
会
の
結
果
報
告

　

わ
が
校
に
は
、
硬
式
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー

部
、
陸
上
競
技
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
卓
球

部
の
運
動
部
が
あ
り
ま
す
。
５
月
か
ら
は
試
合

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
こ
の
度
、
地
区
や
県
の
春

季
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
ま
ず
、
春
季
大
会
で

は
、
卓
球
の
ダ
ブ
ル
ス

の
試
合
で
、
山
下
真
梨

さ
ん
（
31
Ｈ
Ｒ
）
と
山

本
真
奈
恵
さ
ん
（
21
Ｈ

Ｒ
）
の
ペ
ア
が
、
ま
た

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
野
呂

雅
さ
ん
（
11
Ｈ
Ｒ
）
が

初
戦
を
突
破
す
る
な

ど
、
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
区
大

会
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
が
中
里
高
校
と
対
戦
し
、

７̶

０
で
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

今
後
生
徒
達
は
、
高
校
総
体
や
７
月
に
行
わ

れ
る
甲
子
園
予
選
に
向
け
て
、
日
々
の
練
習
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

１
年
次
介
護
体
験
学
習

　

５
月
20
日
、
驫
木
の
「
は
ま
な
す
荘
」
で
、

１
年
次
生
29
名
が
参
加
し
て
「
介
護
体
験
学
習
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
週
行
っ
て
い
る

授
業
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
施
設
を
訪
問
し

て
利
用
者
と
ふ
れ
あ

い
、
同
時
に
体
験
学
習

を
通
し
て
共
生
の
考
え

方
や
社
会
福
祉
へ
の
認

識
を
深
め
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。

　

参
加
生
徒
は
、
シ
ー
ツ
交
換
や
食
事
介
助
等

に
取
り
組
み
、
高
齢
者
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
気
遣
い
の
大
切
さ
な
ど
、
普
段
の

授
業
に
お
い
て
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
学

び
、
同
時
に
介
護
の
仕
事
の
大
変
さ
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
す
。

６
・
７
月
の
行
事
予
定

６
月
14
日
（
土
）
体
育
祭
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
地
域

の
皆
様
に
も
豚
汁
を
準
備
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
、
見
に

来
て
下
さ
い
。
）

６
月
26
日
（
木
）
〜
７
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

１
学
期
中
間
考
査

７
月
２
日
（
水
）
白
神
体
験
学
習

７
月
８
日
（
火
）
ふ
る
さ
と
研
修

（
不
老
不
死
温
泉
社
長　
西
﨑　

朋
氏
講
演
会
）

　
少
女
キ
ラ
は
、
生
ま
れ
つ
き
片
足
が
不

自
由
で
す
。
唯
一
の
家
族
だ
っ
た
母
親
を

亡
く
し
、
孤
独
と
な
っ
た
キ
ラ
は
、
彼
女

を
好
ま
し
く
思
わ
な
い
村
人
に
よ
っ
て
、

村
を
追
い
出
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　
裁
判
に
掛
け
ら
れ
た
キ
ラ
は
、
た
ぐ
い

ま
れ
な
刺
繍
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
新
し

い
保
護
者
の
も
と
で
居
場
所
と
仕
事
を
与

え
ら
れ
ま
す
。

　
キ
ラ
に
任
さ
れ
た
の
は
、〈
集
会
〉の
儀

式
で
歌
手
の
ま
と
う
ガ
ウ
ン
の
修
繕
で
し

た
。
民
の
歴
史
を
描
い
た
ガ
ウ
ン
の
刺
繍

に
取
り
組
む
う
ち
に
、
キ
ラ
は
青
の
色
を

強
く
望
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
手
元
に
青
い
糸
は
な
く
、
青
を

作
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
キ
ラ
が
知
っ
て

い
る
の
は
、
青
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が

ど
こ
か
に
い
る
と
い
う
話
だ
け
で
す
。

　
訪
れ
た
〈
集
会
〉
の
日
、
キ
ラ
は
思
い

も
か
け
ぬ
人
物
か
ら
青
を
作
り
出
す
材
料

を
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
女
に

も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
才
能
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
思
い
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ

う
と
す
る
権
力
者
た
ち
の
存
在
と
、
彼
女

に
ま
つ
わ
る
出
来
事
の
真
実
で
し
た
。

　
全
て
を
知
っ
た
キ
ラ
が
導
き
出
し
た
決

断
と
は
、
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
先
月
紹
介
し
た
『
ギ
ヴ
ァ
ー
』
に
連
な

る
四
部
作
の
う
ち
の
二
作
目
に
あ
た
る
、

『
ギ
ヴ
ァ
ー
』
と
合
わ
せ
て
読
ん
で
も
ら

い
た
い
、
お
す
す
め
の
作
品
で
す
。

青
色
の
パ
ワ
ー
聚
め
て
夏
の
池
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

色
ほ
ど
き
色
を
広
げ
て
若
楓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
エ

海
一
望
白
神
山
地
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
　
池
　
シ
ュ
ン

金
色
に
写
る
外
灯
代
掻
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
　
谷
　
真
佐
江

白
神
岳
へ
青
き
炎
群
の
川
柳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

花
種
蒔
く
挨
拶
の
ご
と
膝
折
り
て
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
ゆ
　
き

菜
の
花
に
埋
も
れ
手
を
振
る
笑
顔
か
な
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

朱
夏
の
憂
さ
沸
き
壷
の
水
洗
い
け
り
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
志
　
恵

橅
新
樹
句
帳
に
木
洩
れ
日
遊
ば
せ
て
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

青
い
糸
に
託
さ
れ
た
未
来

『
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
・
ブ
ル
ー

　
　
　
　
　
青
を
蒐
め
る
者
』

ロ
イ
ス
・
ロ
ー
リ
ー
／
著

島
津
や
よ
い
／
訳

新
評
論
／
刊

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

（

）

熊
　
谷
　
凜
　
音
　
　
海
　
　
広
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゆ
み

の
ん

り

（

）

阪
　
﨑
　
岳
　
彪
　
　
龍
　
　
風
合
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
麻
由
美

と
ら

た
け

去
年
の
10
月
に
も
登
っ
た
崩
山
。
低
い
雲
の
影
響
で
大
崩
か
ら
は
絶
景
と
ま
で
い
か
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
、
家
族
と
一
緒
に
リ
ベ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。

朝
方
の
霧
も
す
っ
か
り
晴
れ
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
夏
を
思
わ
せ
る
青
空
。
大
崩
か
ら

も
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
リ
ベ
ン
ジ
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

帰
っ
て
か
ら
子
ど
も
に
感
想
を
聞
く
と
、
登
山
そ
の
も
の
よ
り
ガ
イ
ド
の
板
谷
さ
ん
に
興

味
津
々
。
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
「
マ
、
マ
、
マ
グ
ス
テ
ー
！
」
の
Ｃ
Ｍ
の
人
に
良
く
似
た
人

が
ガ
イ
ド
し
て
い
る
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

う
ち
の
子
に
と
っ
て
、
大
崩
か
ら
の
景
色
よ
り
も
テ
レ
ビ
の
中
の
有
名
人
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
た
貴
重
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

あ
つ

あ
お

う
み
い
ち

き
ん
い
ろ

は
なな

え
が
お

た
ね

し
ゅ

ぶ
な
し
ん
じ
ゅ
く
ち
ょ
う

こ

も

び

か

う

わ

つ
ぼ

あ
ら

ま

ひ
ざ
お

し
ら
か
み

ほ
む
ら

か
わ
や
な
ぎ

が
い
と
う
し
ろ
か
き
だ

ぼ
う

や
ま
わ
ら

い
ろ

あ
つ

な
つ

わ
か
か
え
で

い
け

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

白　
川　
利　
江
（
96
歳
）
３　
　
区

中　
林　
　
　

（
65
歳
）
５　
　
区

上　
田　

　
子
（
78
歳
）
５　
　
区

石　
見　
三　
雄
（
79
歳
）
崎
の
町　

塚　
本　
一　
郎
（
99
歳
）
12　
　
区

藤　
沢　
澄　
子
（
80
歳
）　

関　

桐　
越　
徹　
二
（
84
歳
）
岩
崎
中

岩　
谷　
京　
子
（
76
歳
）
岩
崎
中

村　
上　
ふ
じ
江
（
89
歳
）
正　
　
久
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「時の記念日」

光るガラスで幻想的に

（上段左から）

　も も た　お お がくん（５さい）
　いずみや　ふ う がくん（５さい）
　こ　　ん　とらのすけくん（５さい）
　と よ た　か え でくん（５さい）
　た つ き　こ　　うくん（６さい）
　　
（下段左から）

　そのむら　ぎ よ うくん（５さい）
　ま え だ　と も きくん（５さい）
　くろたき　そ う あくん（５さい）
　い と う　し お んくん（５さい）

柳田保育園のなかよしたち

「時の記念日」

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介していきます。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

６月号
No.111

＊
寄
附
者
の
紹
介
＊

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
弘
前
市
　
石
　
澤
　
幹
　
夫
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　　　）
小野　光太郎ちゃん
　父　光　康さん　　　　
　母　千賀子さん　北金３区

こう た ろう

このコーナーでは、１歳を迎え
たチビッコ達をご紹介します

こんなに

　元　気　
です！

光るガラスで幻想的に
　ふかうら文学館で開催さ
れた「明治・大正ガラス器
展」。12区在住の秋元司さ
ん所蔵のガラス器が展示さ
れました。
　レトロな物が展示された
中で注目を集めたのが、紫
外線ブラックライトを当て
ると黄緑色に光るガラス
器。幻想的な雰囲気で、町
民の目を楽しませました。


